
令和８年度
予算（案）のポイント
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湖 西 市

令和9年4月にオープン予定の「学校給食センター」完成イメージ図

～次世代へつなぐチャレンジ～

湖西市公式コミュニケーションキャラクター湖西市マスコットキャラクター
「コーちゃん」



１．予算編成の基本姿勢と概要
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合計 令和８年度 令和７年度 増減

一般会計 285.7億円 293.2億円 ▲7.5億円・▲2.6％

総 額 485.8億円 491.5億円 ▲5.7億円・▲1.2％

一般会計当初予算額の推移

当初予算額の比較

令和8年度予算は、『魅力ある湖西市を子どもたちへ』を理念に予算編成を
行いました。

市民一人ひとりの「満足度」を高めるため、「暮らしやすさの向上」と「元
気なまちの実現」に向け、以下の6つの取り組みを重点的に推進していきます。

魅力ある湖西市を子どもたちへ

暮らしやすさの向上 元気なまちの実現

〇重点施策

１．安全・安心のまちづくりの推進（地域づくり）
２．地域経済と観光の活性化（産業経済）
３．教育環境の充実と次世代育成（育み・学び）
４．地域医療・福祉支援体制の確保（健康福祉）
５．くらし環境の持続的発展（くらし環境）
６．効率的かつ効果的な行政経営（行政経営）



地域公共交通の推進

一人一人にあわせた学習環境の構築

シティプロモーション事業(動画制作)

まちなか活性化事業

避難所(学校体育館)空調整備事業

目 玉 事 業

令和８年度予算

1億4,884万円

デマンド型タクシーの実証実験を継続し、行きた
いときに市内どこにでも行ける公共交通の実現を目
指します。

209万円

4,571万円

地元の農・水産物やグルメ情報・体験情報など「食」をテーマと
した湖西市の魅力を発信するための動画を作成し、SNSなどで配信し
ます。

災害時に安心して避難できる環境の整備及び児
童生徒の快適な教育環境を確保するため、小中学
校体育館への空調設置を3年計画で進めます。
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1,017万円

民間企業による活用も含めた駐輪場のあり方
について、調査・研究を行います。
また、駅周辺のエリア価値向上を図るため、

イベントを開催します。

782万円

児童生徒の理解度に合わせて最適な学習内容を提供する、
AIを活用した新たな教育アプリを導入します。

暮
ら
し

元
気

暮
ら
し

元
気

暮
ら
し



令和８年度の重点施策
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１．安全・安心のまちづくりの推進

項目 主な内容 予算額 所管

防
災
・
減
災

避難所
（学校体育館）
空調整備事業

災害時に安心して避難できる環境の整
備及び児童生徒の快適な教育環境を確保
するため、小中学校体育館への空調設置
を3年計画で進めます。

4,571万円
危機管理課
教育総務課

DX避難訓練
デジタル技術を活用した避難訓練を行

い、実践的な防災力の向上を図ります。
329万円 危機管理課

自主防災会への
支援拡充

自主防災会へ貸与している資機材を順
次更新します。また、防災資機材購入に
対する補助金を拡充します。

1,379万円 危機管理課

土
地
政
策

住宅用地の確保

各種制度を活用し、住宅用地の確保に
つなげます。
①土地提供者及び開発事業者への
奨励金制度

②賃貸住宅等供給者への奨励金制度

1,730万円 都市計画課

安全で快適な地域づくりを進め、市民が安心して暮らせる
まちづくりを行います。

目玉

▲避難所(学校体育館)における空調整備 ▲デジタル技術を活用した避難訓練の実施



２．地域経済と観光の活性化

項目 主な内容 予算額 所管

観
光
振
興

まちあるき観光
案内所の開設

湖西市内の飲食店や小売業、観光資源
の案内業務を実証実験として引き続き実
施します。
また、新居関所周辺を観光拠点として

位置付け、観光案内所の本格実施に向け
た運営方法等の調査・研究を行います。

300万円 文化観光課

観光PR事業委託
業務

観光公式ウェブサイトやSNSにより市内
観光のPRを実施するとともに、舟運の便
数増加やコース変更を検討し、浜名湖全
体での周遊に繋げていきます。

301万円 文化観光課

ふるさと納税
推進事業

地元の特産品や工業製品をお届けする
ことで本市を全国にPRするとともに、稼
ぐ力を強化します。

（歳入）
2億5,000万円

文化観光課

商
業

まちなか
活性化事業

駅周辺エリアの賑わい創出やエリア価
値向上により、まちなかの活性化を図り
ます。
①市内ＪＲ３駅周辺が賑わい創出の拠点

となるよう、民間企業による駐輪場の
活用も含めて、調査・研究を行います。

②地域おこし協力隊制度を活用しつつ、
イベントの開催や関係者間の連携強化
を目指します。

1,017万円
都市計画課
産業振興課

豊かな自然環境、モノづくりのまちとしての強みなど、
観光や産業経済を活かした施策を実施します。
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目玉

▲海湖館から巡る湖上遊覧体験

▲ふるさと納税の返礼品
（カーバッテリー）



項目 主な内容 予算額 所管

工
業
・
モ
ノ
づ
く
り

企業立地推進の
ための基盤整備

【（都）大倉戸茶屋松線の整備推進】
（都）大倉戸茶屋松線における新幹線

跨線橋を含む未着手区間について、事業
化に向けた取組を推進するとともに、浜
名湖西岸土地区画整理事業区域内におけ
る未整備区間の整備を行います。

【工業用地の確保】
バッテリーロード沿いの内山地区及び

バッテリーパーク北側の大沢地区の工業
用地の整備を進めます。

5億8,625万円 都市計画課

モノづくり
産業振興の推進

市内のモノづくり産業の持続的な発展
のため、人材育成と企業支援を一体的に
推進します。
①子どもたちのモノづくりに触れる機会

の創出（工場見学や出前講座、特別授
業等）

②求職者と市内企業のマッチング支援
（就職フェアの開催、奨学金返還支援
補助等）

③中小企業の経営力向上支援（販路拡大
やDX推進に係る費用の一部を補助）

④工場の新設等をする企業に対する奨励
金支援

3億5,917万円 産業振興課

▲工場見学の様子▲バッテリーロード
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３．教育環境の充実と次世代育成

学びの環境と子育て支援を充実させる事業を展開します。

項目 主な内容 予算額 所管

学
校
給
食

学校給食センター
の建設

令和9年4月のオープンに向けて、学校
給食センターを建設します。

26億9,160万円 教育総務課

小中学校給食費
無償化事業

国の臨時交付金を活用し、市立小中学
校等に在学する児童生徒の学校給食費を
通年無償化します。

1億7,884万円 教育総務課

学
校
施
設

学校再編事業

令和10年4月の湖西中学校との統合に向
けて、岡崎中学校の校舎増築工事等を行
います。
また、令和11年4月の東小学校と知波田

小学校の統合に向けた準備を進めます。

2億6,362万円 学校教育課

施設の整備

児童生徒が安全・安心で快適な教育環
境で学習できるよう、施設を整備します。
①避難所（学校体育館）空調整備事業

（再掲）
②鷲津小学校中校舎トイレ改修

①4,571万円

②6,896万円
(R7年度補正)

教育総務課
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▲給食の様子 ▲北部地区学校再編 統合イメージ



項目 主な内容 予算額 所管

学
習
環
境

一人一人にあわ
せた学習環境の
構築

児童生徒の理解度に合わせて最適な学
習内容を提供する、AIを活用した新たな
教育アプリを導入します。

782万円 教育総務課

不登校児童生徒
への支援

チャレンジ教室に加え、校内教育支援
センターを3校から8校に拡充し、こども
たちの教育環境の最適化を図ります。

1,865万円 学校教育課

小学校水泳授業
民間委託

民間委託による水泳授業を一部の小学
校にて試行実施します。

129万円 学校教育課

子
育
て

発達支援事業の
拡充

新所子育て支援センターに新たに相談
員を配置し、発達相談支援の対象年齢を
未就学児までから小学生までに拡充しま
す。
また、保育士と心理士による巡回相談

を通じて、園との連携強化を図ります。

529万円 こども未来課

乳児等通園支援
事業（こども誰
でも通園制度）

保育園や幼稚園に通っていない子ども
でも決められた時間の中で保育施設等を
利用できる制度を開始します。

1,620万円
保育幼稚園課
こども未来課
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目玉

▲AIを活用した学習イメージ ▲保育士による子育て講座



４．地域医療・福祉支援体制の確保

項目 主な内容 予算額 所管

医
療

災害医療体制の
強化

地震等災害時、救護所の運営に必要な
医薬品等医療用品及び資材を整備します。
また、災害医療救護体制検討会を開催

し、医療関係機関の連携強化を図るほか、
災害時における看護人材の育成に取り組
みます。

529万円 健康増進課

湖西病院
（地域医療）

在宅医療において患者が住み慣れた地
域で安心して療養できるよう、訪問診療
をさらに充実させていきます。
また、湖西版コミュニティホスピタル

の実現に向け、総合診療の研修を行う基
幹施設の登録を行い、令和9年度から専攻
医を受け入れられるよう準備を進めます。

7億8,463万円
湖西病院
健康増進課

福
祉

障害者基幹相談
支援センターの
開設

障害者等の地域生活を支援するために、
地域における相談支援の充実及び地域関
係機関等の連携の緊密化を促進します。

944万円 地域福祉課

災害時要配慮者
用資材の拡充

福祉避難所等で使用するテントやトイ
レ等、要配慮者用資材を拡充します。

627万円 地域福祉課

住み慣れた地域で安心して医療・福祉支援を受けられる
体制づくりを進めていきます。
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▲訪問診療をする湖西病院の医師 ▲福祉避難所開設訓練の様子



５．くらし環境の持続的発展

生活に密着した事業を推進し、すべての人々が生活しや
すいくらし環境を整備します。

項目 主な内容 予算額 所管

公
共
交
通

地域公共交通の
推進

デマンド型タクシーの実証実験を継続
し、行きたいときに市内どこにでも行け
る公共交通の実現を目指します。

1億4,884万円 都市計画課

都
市
イ
ン
フ
ラ

幹線道路の整備

道路利用者が安全・安心・快適に移動
できる幹線道路ネットワークを形成する
ため、未整備となっている表鷲津漁港線
等の整備を行います。

5億3,651万円 土木課

消
防
・
救
急

消防防災セン
ター付属施設の
建設

令和8年度に旧消防庁舎を解体し、令和
9年度に消防訓練施設などを建設します。

2億円 消防総務課

消防車両の整備
(タンク車更新)

火災・地震等の災害に対し、市民の安
全・安心を確保するため、最新の資機材
を装備した消防車両を配備し、消防力の
充実強化を図ります。

9,216万円 警防課

消防団活動の推
進

消防団員の安定的な確保のため、出動
報酬を増額します。
また、消防団にＩＰ無線（ハザード

トーク）を整備することで、消防本部と
の連携強化を図ります。

2,800万円 消防総務課

目玉
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▲湖西市デマンド型集合タクシーの愛称
「コーちゃんタクシー」

▲消火用の水を積載している消防車（タンク車）



６．効率的かつ効果的な行政経営

限られた資源を最大限に活用する行政経営を目指します。

項目 主な内容 予算額 所管

シティプロモー
ション事業
(動画制作)

地元の農・水産物やグルメ情報・体験情報
など「食」をテーマとした湖西市の魅力を発
信するための動画を作成し、SNSなどで配信
します。

209万円 秘書広報課

ふるさと納税
推進事業
（再掲）

地元の特産品や工業製品をお届けすること
で本市を全国にPRするとともに、稼ぐ力を強
化します。

（歳入）
2億5,000万円

文化観光課

公共施設敷地の
借地取得

市役所庁舎敷地の借地を取得し、将来的な
財政負担の軽減を図ります。

8,863万円 資産経営課

生成AIの高度活
用

生成AIを活用し、画像解析とデータ処理の
自動化により、定型業務の効率化と省力化を
実現します。

220万円 DX推進課

官民共創による
社会課題解決推
進事業

市が抱える課題等を民間企業等の技術やノ
ウハウを活かして解決を図るため、官民共創
による実証実験や具体的実践による取組を促
進します。

253万円 企画政策課

湖西病院
（経営改善）

療養環境を改善し、病床稼働率の向上を図
るため、許可病床の見直しについて検討を進
めます。

7億8,463万円
（再掲）

湖西病院
健康増進課
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目玉

▲食をテーマとしたシティプロモーション戦略 イメージ



  令和８年度の組織体制について  
  
 １ 基本方針 

   『魅力ある湖西市を子どもたちへ』の実現に向けて「住みたい」「住み続けたい」と思えるまちづくりに取り組むとともに、広域的

な課題や多様化する市民ニーズに迅速かつ的確に対応し、市民サービスの更なる向上を図るべく組織を改編することとする。 
 

 ２ 概要 

 【企画部】《企画政策課》 

       ○ 地域課題や社会課題に対して、行政と民間が連携・協力して取り組んでいく姿勢を明確に示す。 

       ➢ 「定住促進係」を「共創推進係」とする。 

【環境部】《環境課》 

       ○ 従来の環境施策と連携し一体的に事業展開することで業務の効率化を図る。 

       ➢ 「環境課脱炭素推進室脱炭素推進係」を「環境課脱炭素推進係」とする。 

 【市民安全部】《危機管理課》 

       ○ 消防防災センター第 1 期建設工事の完了を受け、消防本部との緊密な連携等により災害時における迅速かつ効果的な

対応を実現する。 

       ➢ 市役所 2階の「危機管理課」と防災センター2階の「災害対策本部」を消防防災センター内へ移転する。 

 【産業部】《産業振興課》 

○ 創業支援や空き店舗対策を強化するとともに、まちなかエリアでのイベント開催などを通じた賑わい創出により、地域

産業の活性化を図る。 

➢「商工労政係」を「産業活性化係」とする。 

○ モノづくり企業や学校等関係機関とのネットワークをもとに、モノづくり人材育成を推進するとともに、都市計画部門

など庁内各課との連携を強化し、市内への企業誘致促進を図る。 

➢「産業振興課」内の《モノづくり推進室》を市役所に移転する。 

 【教育委員会】《教育総務課》 

〇 令和 9年 4月供用開始予定の給食センター稼働に向けて「給食係」を新設し、給食の提供に関する全体的な管理・効

率的な業務運営と安全で栄養バランスの取れた給食を提供する。                        

➢「給食係」を新設する。 
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